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新型コロナウイルス感染症に関しての人権の配慮、 

医療従事者が受けているいわれなき誹謗中傷について、 

日頃より本連盟活動にご理解、ご尽力、ご支援いただき心より感謝申し上げます。 

政府は 4 月 7 日に 7 都道府県に新型コロナ感染症拡大防止にと「緊急事態宣言」を 

発出しました。福井県も連続して発生しており、同日、「緊急事態宣言直前」の状況で 

あることを発表しましたが、その後も感染が継続し、先般は医療機関において感染が 

発生するなど、 予断を許さない状況でこれ以上の感染拡大は深刻な医療危機を招くと 4 
月 14 日に「福井県緊急事態宣言」を発令されました。 

新型コロナウイルス感染症に感染された皆さんが相次いで確認される中、様々な立 

場の方々が傷つけられる言動が見聞きされております。 また、 多くの医師や看護師が、 

新型コロナウイルス感染症拡大を防止しようと、日々、懸命に働いております医療従 

事者へのいわれなき誹謗中傷、風評被害が増えていることを日本医師会は事態を憂慮 

し、医療従事者・その家族への風評被害として、「感染症患者の対応をしている施設の 

職員というだけで接触を拒まれた。」「職員の子供だということでいじめられている。」 

と沢山の事例が紹介されております。 

未知のウイルスは人々を不安にし、ウイルスを連想させるものへの嫌悪・差別・偏 

見を生み出し、人と人との信頼感を破壊し、その差別は、その士気を下げることに繋 

がります。1 人でも多くの人を救うため努力されている医療従事者の尊厳を守って下 

さいと日本医師会では強調されております。 

新型コロナウイルスに感染された方やその家族、医療従事者など、皆さんは新型コ 

ロナウイルスという見えない最大の敵と戦い、立ち向かっておられる方々です。この 

ような人たちに誤った情報に基づいた差別・偏見・いじめ・SNS などでの誹謗中傷や 

根拠のない差別的な書き込みなどは断じて許されるものではありません。 

国内外では、医療や福祉の関係者に感謝と敬意込めて「拍手」を送る運動が広がっ 

ております。 

私たちは不確かな情報に惑わされたり、必要以上に恐れたりすることなくお互いを 

思いやり、冷静に行動して行こうではありませんか。 

この際、空手道の精神「尊敬・忍耐・感謝」の啓発活動に邁進して行きましょう。


